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第38回東播少年剣道大会
３・２９ 於：吉川総合公園文化体育館

三木勢、小男子・女子の部で志染、

中男子の部で吉川が３位入賞！

最強印南３連覇達成(小学男子の部)最強印南３連覇達成(小学男子の部)

３
月

日
（
日
）
、
三
木
市
吉
川
総
合

２９

公
園
文
化
体
育
館
で
伝
統
あ
る
第

回
３８

東
播
少
年
剣
道
大
会
が
、
東
播
８
市
２

郡
の
剣
道
教
室

団
体
、
小
学
生
、
中

４１

学
生
計
１
１
０
チ
ー
ム
５
４
４
名
の
選

手
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
、
受
付

の
定
刻
前
に
は
す
で
に
選
手
た
ち
が
開

場
を
今
か
今
か
と
傘
を
さ
し
て
待
っ
て

い
た
。

９
時

分
、

３０

開
会
式
が
行
わ

れ
、
大
会
会
長

の
神
澤
正
輝
氏

が
、
「
主
役
の

君
た
ち
の
活
躍

を
期
待
す
る
。

普
段
の
力
を
１
０
０
％
出
す
こ
と
。
そ

う
す
れ
ば
思
わ

ぬ
技
も
出
る
。
」

と
選
手
を
鼓
舞

し
た
。

来
賓
に
兵
庫

県
剣
道
連
盟
会

長
河
野
修
一
郎

氏
、
大
会
名
誉

会
長
で
あ
る
藪

本
三
木
市
長
代

理
北
井
副
市
長

ら
が
挨
拶
。
選
手
宣
誓
は
、
自
由
が
丘

少
年
剣
道
教
室
主
将
今
福
謙
太
選
手
（
小

６
）
が
、「
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

正
々
堂
々
と
戦
い
、
仲
間
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

行
っ
た
。

本
大
会
か
ら
１
回
戦
を
リ
ー
グ
戦
で

争
う
。
そ
れ
は
、
少
子
化
の
た
め
チ
ー

ム
数
が
減
少
傾
向
で
時
間
的
な
余
裕
が

生
ま
れ
た
こ
と
が
第
１
の
理
由
で
あ
る
。

平
成

年
第

１５

２６

回
大
会
で
は
小

・
中
合
わ
せ
て

最
多
１
６
２
チ

ー
ム
だ
っ
た
が
、

今
大
会
は
１
１

０
チ
ー
ム
。
と

り
わ
け
中
学
生

男
子
の
部
が
前

年
に
比
べ
８
チ

ー
ム
も
減
少
し

て
い
る
の
が
心
配
の
種
だ
。

も
う
一
つ
の
リ
ー
グ
戦
導
入
の
理
由

は
、
従
来
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
だ
と
、

同
じ
参
加
費
を
払
っ
て
も
半
数
の
チ
ー

ム
は
１
回
し
か
戦
え
ず
に
姿
を
消
す
の

は
惜
し
い
、
全
チ
ー
ム
２
回
以
上
試
合

を
行
い
、
よ
り
試
合
経
験
を
積
み
、
交

流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
理
由
だ
。
昨
年
来
、
東
播
少
年
剣
道

連
盟
理
事
会
で
議
論
し
、
本
年
度
の
開

催
市
で
あ
る
三
木
市
か
ら
実
際
に
予
選

リ
ー
グ
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

小
学
生
男
子
の
部

小
学
生
男
子
の
部

三
木
勢
、
志
染
が
３
位
に

三
木
勢
、
志
染
が
３
位
に

印
南
剣
道
場
が
３
連
覇

印
南
剣
道
場
が
３
連
覇

１
か
ら
４
試
合
場
の
４
会
場
で
始
ま

っ
た
小
学
男
子
団
体
戦
１
回
戦
は
、
３

ま
た
は
４
チ
ー
ム
の
総
当
た
り
で
予
選

リ
ー
グ
戦
。

チ
ー
ム
中

チ
ー
ム
が

４３

１３

２
回
戦
に
残
る
。
２
回
戦
を
突
破
す
る

と
、
ベ
ス
ト

８
。
遡
る
こ

と

年
前
、

１２
平
成

年
の

１５

三
木
平
田
少

年
剣
道
教
室

の
優
勝
と
、

４
年
前
の
平

成

年
、
吉

２３
川
剣
道
少
年

団
の
準
優
勝

以
来
と
な
る

決
勝
進
出
を

期
し
て
、
開
催
地
の
三
木
市
は
今
年
１

年
間
少
年
部
が
熱
心
に
強
化
練
習
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
成
果
を
生
か
し

た
い
も
の
だ
。

し
か
し
、
現
実
は
厳
し
い
。
９
チ
ー

ム
を
送
り
込
ん
だ
三
木
市
だ
が
、
予
選

リ
ー
グ
を
突
破
で
き
た
の
は
、
第
３
試

合
場
の
志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
と
第
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２
試
合
場
の
吉
川
剣
道
少
年
団
の
２
チ

ー
ム
。
志
染
Ａ
は
、
予
選
で
二
見
北
と

勝
数
同
数
で
並
ぶ
も
、
勝
者
数
で
勝
り

予
選
を
突
破
。
組
み
合
わ
せ
の
妙
で
２

回
戦
を
戦
わ
ず
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。

ま
た
、
吉
川
は
、
２
回
戦
で
緑
が
丘
Ａ

に
勝
利
し
３
回
戦
に
。
し
か
し
惜
し
く

も
阿
弥
陀
剣
友
会
に

敗
退
し
た
。

第
３
試
合
場
の
順

々
決
勝
、
志
染
Ａ
の

相
手
は
明
石
市
の
高

丘
剣
道
教
室
だ
が
、

副
将
戦
を
終
え
１
―

１
と
大
接
戦
。
志
染

の
勝
利
の
立
役
者
は

大
将
の
大
前
選
手
。

メ
ン
２
本
を
鮮
や
か
に
決
め
準
決
勝
に

進
出
し
た
。
対
す
る
相
手
は
第
１
試
合

場
を
勝
ち
抜
い
た
３
連
覇
を
狙
う
常
勝

軍
団
印
南
剣
道
場
。
善
戦
及
ば
ず
３
―

０
で
破
れ
た
も
の
の
、
志
染
に
と
っ
て

は
初
の
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

決
勝
は
、
大
久
保

剣
道
教
室
を
下
し
た

播
磨
町
と
印
南
が
戦

い
、
印
南
が
圧
勝
し
、

見
事
に
３
連
覇
を
達

成
。
通
算

度
目
と

１２

な
る
優
勝
旗
を
手
中

に
収
め
た
。

小
学
生
女
子
の
部

小
学
生
女
子
の
部

あ
っ
ぱ
れ
志
染
が
３
位
に

あ
っ
ぱ
れ
志
染
が
３
位
に

第
５
、
第
６
試
合
場
で
行
わ
れ
た
小

学
生
女
子
の
部
に
は
、

チ
ー
ム
が
参

２５

加
。
三
木
市
か
ら
は
わ
ず
か
２
チ
ー
ム
、

三
木
中
央
と
志
染
の
み
の
参
加
だ
っ
た
。

女
子
の
剣
道
人
口
の
減
少
も
深
刻
な
問

題
で
、
三
木
中
央
は
先
鋒
を
欠
く
中
堅

濱
邊
、
大
将
日
高
の
２
人
チ
ー
ム
。
数

的
な
不
利
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、

予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

一
方
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
剣
道
を
披

露
し
た
の
は
先
鋒
中
西
、
中
堅
照
井
、

大
将
寺
口
の
４
年
生
ト
リ
オ
で
臨
ん
だ

志
染
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
部
員
数
が
少
な

く
６
年
生
女
子
が
男
子
の
部
に
出
場
し

て
お
り
、
オ
ー
ル
４
年
生
で
臨
ん
だ
。

こ
の
日
の
相
手
は
す

べ
て
上
級
生
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
も
な
ん
の

そ
の
、
予
選
リ
ー
グ

対
加
西
市
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
を
３
―

０
、
高
砂
剣
道
教
室

剣
誠
会
と
は
１
―
１

で
き
わ
ど
い
接
戦
だ

っ
た
が
リ
ー
グ
戦
ト

ッ
プ
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
。
志
染
チ

ー
ム
の
下
剋
上
の
勢
い
は
ベ
ス
ト
８
の

対
春
風
館
戦
で
も
止
ま
ら
ず
、
３
―
０

で
圧
勝
し
た
。

準
決
勝
の

相
手
は
加
古

川
警
察
少
年

剣
友
会
。
気

合
負
け
せ
ず

に
相
手
に
必

死
で
食
い
下

が
り
は
し
た

も
の
の
２
―

０
と
健
闘
及

ば
ず
敗
退
し

た
。
し
か
し
、
来
年
に
希
望
を
抱
か
せ

る
に
十
分
の
働
き
で
大
会
開
催
地
の
面

目
を
保
っ
た
。
き
つ
い
稽
古
は
嘘
を
つ

か
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
あ
る
の
み

だ
。中
学
生
男
子
の
部

中
学
生
男
子
の
部

吉
川
が
３
位
に
食
い
込
む

吉
川
が
３
位
に
食
い
込
む

中
学
生
の
部
は
、
明
石
の
大
蔵
剣
友

会
が
小
学
生
男
子
の
部
の
印
南
剣
道
場

と
同
じ
く
本
大
会
３
連
覇
を
目
指
し
て

臨
ん
だ
。
大
蔵
は
、
過
去
７
度
の
優
勝

を
誇
り
、
本
大
会
で
女
子
の
部
が
設
け

ら
れ
た
平
成

年
第

回
大
会
か
ら
現

１４

２５

在
ま
で
の

回
の
う
ち
、
男
女
ア
ベ
ッ

１３

ク
優
勝
を
第

回
、
第

回
、
第

回
、

２７

３１

３３

そ
し
て
前
回
の
第

回
大
会
で
計
４
回

３７

も
達
成
し
て
い
る
名
門
中
の
名
門
だ
。

鍛
え
抜
か
れ
た
体
さ
ば
き
、
繰
り
出
さ

れ
る
技
、
ポ
イ
ン
ト
を
外
さ
な
い
試
合

運
び
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
群
を
抜

い
て
い
る
。

試
合
は
小
学
生
の
部
に
続
き
、

チ
２３

ー
ム
が
第
１
～
第
４
試
合
場
の
４
会
場

に
分
か
れ
予
選
リ
ー
グ
を
行
っ
た
。
三

木
市
か
ら
は
緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
ク
ラ
ブ
、
吉
川
剣
道
少
年
団
、
三

木
中
央
少
年
剣
道
教
室
、
志
染
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
剣
道
部
の
４
チ
ー
ム
が
各
リ

ー
グ
に
分
か
れ
て
参
加
、
上
位
入
賞
を

目
指
し
た
。
ま
ず
予
選
リ
ー
グ
だ
が
、

第
３
試
合
場
だ
け
が
４
校
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
で
、
勝
ち
上
が
れ
ば
即
ベ
ス
ト
４

と
な
る
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
た
。

運
よ
く
第
４
試
合
場
で
戦
い
勝
ち
上
が

っ
た
吉
川
が
ベ
ス
ト
４
、
３
位
以
内
入

賞
を
確
定
し
、
準
決
勝
で
対
戦
し
た
の

が
第
１
試
合
場
を
制
し
た
高
砂
剣
道
教

室
剣
誠
会
だ
っ
た
。
吉
川
は
、
橋
間
、

三
藤
、
石
原
の
３
年
生
が
活
躍
し
た
が

高
砂
は
一
枚
上
手
で
敗
退
。
３
位
に
甘

ん
じ
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
の
は
、
大
蔵
を

破
っ
た
高
砂
剣
道
教
室
剣
誠
会
だ
っ
た
。

準
優
勝
が
大
蔵
、
３
位
に
は
加
西
市
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
だ
っ
た
。

中
学
生
女
子
の
部
に
い
た
っ
て
は
、

三
木
勢
は
参
加
が
な
か
っ
た
。

上
位
成
績
は
次
の
通
り

【
小
学
生
男
子
】

優

勝

印
南
剣
道
場(

加
古
川)

準
優
勝

播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ(

加
古
郡)

３

位

志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ａ(

三
木)

３

位

大
久
保
剣
道
教
室(

明
石)

【
小
学
生
女
子
】

優

勝

播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ(

加
古
郡)

準
優
勝

加
古
川
警
察
少
年
剣
友
会(

加
古
川)

３

位

志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ(

三
木)

３

位

北
野
少
年
剣
友
会(

加
古
川)

【
中
学
生
男
子
】

優

勝

高
砂
剣
道
教
室
剣
誠
会
（
高
砂
）

準
優
勝

大
蔵
剣
友
会(

明
石)

３

位

吉
川
剣
道
少
年
団(

三
木)

３

位

加
西
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団(

加
西)

【
中
学
生
女
子
】

優

勝

竜
東
館(

高
砂)

準
優
勝

高
砂
剣
道
教
室
剣
誠
会
（
高
砂
）

３

位

北
条
少
年
剣
修
会(

加
西)

３

位

青
波
剣
友
会(

高
砂)
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４
月

日(
日)

、
９
時

分
か
ら
加

１２

１５

佐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
に
お

い
て
、
恒
例
の
指
導
者
講
習
会
が
本
年

度
「
会
員
剣
道
勉
強
会
」
と
称
し
て
開

催
さ
れ
た
。
会
議
室
に
は
、
会
員

名
、

３４

高
校
生
７
名
計

名
が
集
ま
っ
て
当
連

４１

盟
顧
問
、
前
三
木
市
剣
道
連
盟
副
会
長
、

森
下
哲
次
氏
（
剣
道
教
士
七
段
）
の
講

話
に
耳
を
傾
け
た
。
狭
い
会
場
の
通
路

ま
で
席
が
並
べ
ら
れ
、
森
下
氏
の
「
指

導
者
の
指
導
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
」

の
講
話
が
あ
っ
た

森
下
氏
は
、
長
年
全
日
本
剣
道
連
盟

の
剣
道
社
会
体
育
の
講
習
を
積
ま
れ
、

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
日

々
の
指
導
に
生
か
し
な
が
ら
、
緑
が
丘

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
は
じ
め
中
学
校
、

高
校
の
剣
道
部
指
導
に
あ
た
ら
れ
て
い

る
。
森
下
氏
は
、
社
会
体
育
制
度
に
つ

い
て
、
社
会
体
育
教
本
の
重
点
事
項
に

つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
解
説
。
昭
和
５０

年
に
「
剣
道
は
県

の
理
法
の
修
錬
に

よ
る
人
間
形
成
の

道
で
あ
る
」
と
い

う
剣
道
の
理
念
が

全
日
本
剣
道
連
盟

が
定
め
た
こ
と
や
、

平
成

年
に
「
剣

１９

道
指
導
の
心
構
え
」

が
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
話
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
員
同

士
の
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
ら
れ
、

当
連
盟
が
行
っ
て
い
る
少
年
指
導
部
の

強
化
練
習
の
成
果
、
日
頃
の
指
導
で
の

悩
み
、
心
が
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
参

加
者
の
意
見
と
し
て
出
さ
れ
、
参
加
者

同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。

最
後
に
森
下
氏
は
、
参
加
者
に
対
し

て
、
剣
道
を
通
じ
て
人
間
形
成
の
道
を

指
導
す
る
指
導
者
と
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
者
自
ら
が
率
先

垂
範
し
て
範
を
示
す
こ
と
「
指
導
者
の

一
挙
動
で
導
く
」
事
の
大
切
さ
を
強
調

さ
れ
、
講
話
を
終
え
た
。
ま
さ
に
こ
れ

は
氏
が
身
を
持
っ
て
実
践
し
て
い
る
こ

と
で
、
話
を
聞
い
て
い
た
参
加
者
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
た
。

続
い
て
小
学
校
時
代
に
志
染
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
剣
道
部
、
三
木
北
高
校
剣
道

部
で
剣
道
を
学
び
、
現
在(

一
般
財
団
法

人)

日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
協

会
兼
鍼
灸
師
の
吉
田
か
つ
の
り
氏
（
マ

ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）
が
登
場
。
教
会

で
普
及
し
て
い
る
体
づ
く
り
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
実
技
を
い
く
つ
か
紹
介
。

日
頃
は
あ
ま
り
行
わ
な
い
が
、
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
う
え
で
と
て
も
重
要
な
こ

と
は
、
目
か
ら
の
情
報
を
脳
と
筋
肉
に

伝
え
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
、
眼
球
を
動

か
す
筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
数
字
カ
ー

ド
を
用
い
た
脳
と
体
の
動
き
を
連
動
さ

せ
た
素
振
り
練
習
な
ど
を
行
い
。
楽
し

く
し
か
も
効
果
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
法
に
参
加
者
は
興
味
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で

時

分
か
ら
会

１０

３０

員
同
士
の
稽
古
が
行
わ
れ
、
七
段
の
先

生
方
を
元
立
ち
に
会
員
が
掛
か
っ
て
い

っ
た
。
鋭
い
気
合
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い

に
充
満
し
、
有
意
義
な
半
日
と
な
っ
た
。

（
報
告

澤
田

薫)

平
成

年

月
に

周
年
を
迎
え
た

２６

１０

４０

緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
ク
ラ
ブ

(

代
表
小
林
哲
也
氏
）
は
、
「

年
の
歩

４０

み
」
と
題
す
る
記
念
誌
を
守
破
離
の
文

字
が
染
め
抜
か
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
と
と
も

に
配
布
さ
れ
た
。

巻
頭
言
で
森
下
哲
次
氏
は
「
『
あ
い
さ

つ
・
あ
り
が
と
う
・
あ
ん
ぜ
ん
』
に
留

意
し
て
指
導
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
弟
や
妹
が
参
加
し
て
ず
ー
っ
と
ク
ラ

ブ
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と

述
べ
ら
れ
、
冊
子
は
こ
の

年
間
の
試

１０

合
結
果
や
活
動
の
歴
史
、
楽
し
い
思
い

出
の
写
真
も
満
載
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ

ブ
の
歴
史
に
残
る
素
晴
ら
し
い
冊
子
と

な
っ
て
い
る
。
（
報
告

澤
田

薫
）

緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

剣
道
ク
ラ
ブ

周
年
記
念
誌
を
発
行

４０

市
剣
連
剣
道
勉
強
会
開
催
さ
れ
る


